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第５学年 総合的な学習 学習指導案

１，単元名 環境について考えよう 「世界 環境子供会議を開こう」

２，単元目標

○ 身の回りの環境に関心を持ち，それを意欲的に調べ，地球の環境保全を願うことが

できるようにする。 （興味 関心 意欲）

○ 環境問題が地球規模の問題であることを理解するとともに環境保全について考える

ことができるようにする。 （思考 判断）

○ 身の回りの環境問題や世界各地の環境保全への取り組みについて調べ，表現するこ

とができる。 （表現）

○ 必要な情報を電子掲示板で他の国の方と交流を行ったり地域の方にインタビューを

行ったりしながら収集 蓄積（データベース化）し，多くの情報の中から必要な情報

を選択することができる。 （交流）

３，指導観

○ こんな子供だから

子供たちは，社会科「私たちのくらしと食料生産」で，食料生産に従事している人々が

恵まれた自然環境を活かしたり，技術を工夫したりして生産を高めるため工夫や努力をし

ていることを理解してきた。また 「住みよいくらしと環境」では，国土の自然環境につ，

いて問題意識をもち，公害から国民の健康や生活環境を守ることの大切さや国土の保全・

水資源の浄化のための森林資源の働きを理解してきた。また，国語科の「一秒が一年を壊

」「 」 ， ，す ホタルの住む水辺 では 環境のために自分たちができることという議題に関して

自分の立場を明確にし，積極的に意見を伝え合う活動を行ってきた。これらの学習を通し

て，子供たちは，自然環境が生活に深い関わりを持っていることを意識し始めている。し

かし，それらが自分の身の回りで起こっている問題としてとらえ切れてはいなかったり，

自分の取り組みが環境保全につながるとの意識は十分とはいえない。

また，子供たちはこれまでの学習の中で，学習課題に対して自分の予想を持ち，資料を

もとに意欲的に追求する姿が見られた。さらに本単元では，多くの情報の中から自分に必

要な情報を選択・再構成し，表現する能力を身に付けさせたいと考える。そのことによっ

て，環境問題が地球規模の問題であることを理解するとともに環境保全について考えるこ

とができると考える。

本単元は，身の回りの環境に関心を持ち，調べていく中で環境問題が地球規模の問題で

あることを理解するとともに環境保全について考え，実践力を育成することをねらいとし

ている。

子ども達に身の回りの環境問題に目を向けさせ，その原因や取り組みなどについて考え

させることで，環境は様々な問題を抱えていることに気づかせたい。そして，環境保全へ

の取り組みについて予想を持たせ，課題を追求する活動を行わせる。その中で，環境保全
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に取り組む地域の人々や電子掲示板を活用した諸外国にすむ子供たちや専門的な知識を持

った方との交流を行ったりすることで，環境問題が地球規模の問題であることを理解する

とともに環境保全について考えることができると考える。このことは今後，地球環境を支

えていく子供たちにとって意義深い単元であると考える。

本単元の指導にあたっては，社会科や国語科で学習した環境問題についての既習学習や

地域の環境を振り返る中で学習問題を作り課題を追求する中で効果的に情報を活用し，環

境保全について考え実践する力を育成することができるようにする。

＜であう つかむ 過程＞

子供たちは環境問題について国語科や社会科で原因や現象について理解を深めている。

しかし，それら環境問題を自分の身の回りで起こっている問題としてとらえ切れてはいな

い。

そこで，既習経験を振り返ることを通して，自分が追求したい学習課題を明確にしてい

く。さらにその課題をもとに地域の環境に目を向けさせ，環境問題が自分や地域の問題で

あることに気づかせていきたい。そうすることで，環境問題を自分自身の問題としてとら

えることができ，環境保全についての興味関心を高めることができると考える。

＜追求する 過程＞

追求の視点を明確にし，子ども達に調べる計画をたてさせるようにする。そして，追求

の場面では，情報手段を選択し多くの情報の中から自分に必要な情報を選択・再構成し，

表現する能力を身に付けさせたいと考える。そのために以下の方法で情報袖手を行わせる

ようにする。

○ 課題を解決するために，地域に住む環境保全に取り組まれている人々にインタビュ

ーにいく。そのことで地域の環境問題に対する認識を深めさせるようにする。

○ 日本各地で起こっている様々な現象や取り組みなど専門的な知識を持った方と電子

掲示板やテレビ会議システム（ メッセンジャー）を活用した交流を行う。YAHOO
○ 環境問題が世界規模で起こっていることを実感させるために，電子掲示板やテレビ

会議システム（ＮＴＴフェニックスミニ・ メッセンジャー）を通して諸外国にYAHOO
住む子供たちから様々な情報を収集を行う。

○ 環境問題に関するホームページのリンク集を作成する。

○ メールによる交流が可能な団体のリンク集を作成し交流を行う

○ 教室前に環境に関する書籍をおいたコーナーを作り，活用できるようにする。

このように課題解決のために資料やインターネットを効果的に活用させたいと考える。

また，自分の考えを深めたり，広めたりするために同じ課題について調べているグループ

での交流活動を位置づけていく。

＜ふりかえる 過程＞

調べたことをもとに，環境会議を持ち，現在の環境問題，それに対して自分たちがどの

ような取り組みを行うべきかを話し合いを行う。環境会議をテレビ会議を通して他の国の

子供たちと行う中ことで，視点の違う考え方を知ることができ，環境保全の実践力の向上

が図られると考える また，環境会議で高めた環境保全への意欲を学校生活や家庭生活の

中で活かせるようにしたい。
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，学習計画 （全３０時間）4
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５，本時

平成１５年１月２７日 １４：１５～１５：００ 於 パソコンルーム

６．本時のねらい

○ グァムの子ども達と環境問題の現象や環境保全への取り組みについて意欲的に交流

することができる。

○ 地球上で起こっている様々な環境問題について知り，身近な問題としてとらえるこ

とができる。

○ グァムの子ども達との交流を通して，互いの環境問題の現象や環境保全への取り組

みの違いに気づかせ，環境問題への関心を高めることができる。

７，本時指導の考え方

本時は，テレビ会議システムを利用し，グァムの子ども達と環境問題について交流を行

い，環境問題が地球規模の問題であることや環境問題の現象・環境保全への取り組みがあ

ることを理解することを通して，地域の環境に目を向け環境保全への意識を高める時間で

ある。

子ども達はこれまでに，社会科や国語科での既習学習を活かし，環境問題について課題

を持ち，その原因や取り組みについてインターネットや書籍，インタビュー活動などを通

して追究活動を行ってきた。その中で子ども達は，環境問題は身近な問題であり，自分た

ちが住む地域でも起こっていることやその原因が生活の中にあることを感じ始めている。

そこで本時では，グァムの子ども達との交流を通して，環境問題には様々な現象や取り

組みがあることを理解させていくことにする。

グァムは自然に恵まれ観光を主な産業とした島であり，住民一人一人が環境に対してと

ても強い関心を持っている。そのグァムの子ども達と交流を行うことで，様々な環境問題

， 。の現象や環境保全への取り組みにふれ 環境保全への意識はさらに高めさせたいと考える

まず，グァムの子ども達との交流の目的について話し合うことを通して，本時のめあて

「 ，グァムの子ども達と私たちが調べた環境問題やその取り組みについて比べながら交流し

環境を護るために何ができるか考えよう 」について確かめる。。

次に，テレビ会議システムを使用し，グァムの子ども達との交流を行うことにする。そ

， 。の中で 互いの国で見られる環境問題の現象や環境保全への取り組みについて発表を行う

子ども達がこれまで同じ課題のグループで調べてきた「酸性雨 「ゴミ問題 「川の水質」 」

」「 」 。 ， ，汚染 温暖化現象 等について発表を行う また グァムの子ども達が発表する際には

自分達が調べてきたこととの共通点や相違点について意識させながら聞かせ，必要なこと

はメモをとらせるようにする。

そして，互いの国の取り組みを比べながら聞くことで，環境問題は世界各地で起きてい

ることや環境保全のために世界では様々な取り組みがされていることに気づかせたい。そ

の中で，自分たちにもできる取り組みがあるのではないかという予想を持たせ，環境保全

へ御関心を高めさせたいと考える。
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８，本時の展開

学習活動と内容 評価 支援

１，前時を振り返りめあてを確かめる。 ○これまでの学

○ グァムの子ども達との交流の目的につい 習を掲示物とし

て，話し合う て教室の側面に

本時のめあて かけておき，子

ども達が学習を私たちが調べた環境問題とグァムの環境問題

振り返りやすよやその取り組みとを比べながら聞き，交流しよう。

○交流する目的が うにする

。２，調べてきたことをもとに，地域や日本で起こ はっきりしている

っている環境問題について話し合う。

（１）日本各地や地域で起こっている環境問題

やその取り組みについてグァムの子ども達 ○聞き手を意識し ○テレビ会議シ

に発表をする。 て話すことができ ステムの利用に

○ 「酸性雨 「ゴミ問題 「川の水質汚染」 る。 ついては教師が」 」

「温暖化現象」等について，写真などを活 行う。

用し，聞き手にわかりやすいように発表を

行う。 ○言語の違いが

（２）グァムで起こっている環境問題の現象や あるため，通訳

それに対する取り組みについての発表を聞 を入れて交流を

く。 行う。

○ 自分が調べてきたこととグァムからの発 ○話し手の発表を ○ 枚のプリン1
表を比べながら聞き，環境問題やその取り プリントにメモを トの中で，比較

組みの相違点や共通点について大事なこと とりながら聞くこ できるように構

はメモをとりながら聞く。 とができる。 成を工夫下もの

を活用させる。

３，環境問題の現象や環境保全への様々な取り組 ○互いの取り組み

みについて交流したことを振り返り，環境保全 を比べることがで

への行動について話し合う。 きる。

（１）互いの国の取り組み方の共通点や相違点 ○共通点や相違

について話し合う。 ○身近な環境を振 点について発表

○ メモをとったプリントを見直す中で，そ り返ることが出来 したことを板書

， 。れぞれの環境問題やその取り組みの相違点 る。 し 意識させる

や共通点について考える。

○ 様々な現象を振り返り，曰佐校区で起こ ○自分にもできそ

っている現象や家庭での取り組みについて うな取り組みにつ

考える。 いて予想すること

ができる。
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○ 様々な取り組みを振り返り，自分にもで

きる取り組みについて考える。

４，次時の学習について聞く

○ 自分たちにできる取り組みや身の回りの

人が取り組んでいることについて調べるこ

とを確かめる。


